
(57)【要約】

【課題】患者に負担をかけずに超音波を利用して生体内

の診断を行う。

【解決手段】モータ２６が第一回転伝達部２８を回転駆

動して、第二回転伝達部３０を介して、リング形状の回

転部１６に回転力を与えることにより、回転部１６は保

持部３４に半径方向位置を規制して保持されるため、そ

の中心位置を変えずに回転される。また、モータ２６が

第一回転伝達部２８を回転駆動して、第二回転伝達部３

０を回転させると、第二回転伝達部３０は第一柱状部材

３２とネジ係合しているため、第二回転伝達部３０は上

下に移動する。このように、回転部１６の回転及び上下

動が制御されることにより、超音波探触子２０の軸方向

の位置、及びそれに垂直な面内での位置が制御される。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 の 略 円 柱 状 の 診 断 部 位 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 探 触 子 と 、
前 記 超 音 波 探 触 子 を 前 記 診 断 部 位 の 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 第 一 の 駆 動 機 構 と 、
前 記 超 音 波 探 触 子 を 前 記 軸 方 向 に 垂 直 な 面 内 で 移 動 さ せ る 第 二 の 駆 動 機 構 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 二 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 、 前 記 診 断 部 位 か ら 所 定 半 径 の 位 置 で 移 動 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 一 の 駆 動 機 構 及 び 前 記 第 二 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 診 断 部 位 に 対 し て 螺
旋 状 に 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 二 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 診 断 部 位 が 挿 通 さ れ 、 前 記 超 音 波 探 触 子 が 固 定 さ れ た リ ン グ
形 状 の 回 転 部 と 、 前 記 回 転 部 を 回 転 駆 動 す る 駆 動 部 と 、 前 記 リ ン グ 形 状 の 回 転 部 の 半 径 方
向 位 置 を 規 制 し て 保 持 す る 保 持 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 一 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 リ ン グ 形 状 の 回 転 部 を 、 前 記 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 一 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 駆 動 部 の 回 転 駆 動 に よ り 、 前 記 リ ン グ 形 状 の 回 転 部 を 前 記 軸
方 向 に 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
音 響 伝 達 媒 体 で 満 た さ れ た 容 器 を 備 え 、
前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 容 器 内 に お い て 、 前 記 第 一 ， 第 二 の 駆 動 機 構 に よ り 移 動 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 超 音 波 探 触 子 の 傾 斜 を 調 節 す る 傾 斜 調 節 機 構 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子
走 査 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 傾 斜 調 節 機 構 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 前 記 診 断 部 位 に 対 す る 傾 斜 を 調 節 す る こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 傾 斜 調 節 機 構 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 移 動 方 向 に 対 す る 傾 斜 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と
す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 で あ っ て 、
前 記 略 円 柱 状 の 診 断 部 位 は 、 腕 又 は 脚 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 、 特 に 超 音 波 探 触 子 を 機 械 的 に 走 査 し て 診 断 を 行 う 超 音 波 診 断
装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 血 液 透 析 に 先 立 っ て あ る い は 定 期 的 に 、 血 液 を 体 外 に 取 り 出 す た め の 特 定 の 血 管
（ シ ャ ン ト 形 成 術 に よ っ て 形 成 さ れ た シ ャ ン ト 血 管 ） に つ い て 、 そ の 状 態 を 診 断 し て お く
の が 望 ま し い 。 す な わ ち 、 そ の よ う な シ ャ ン ト 血 管 に 狭 窄 や 閉 塞 等 の 不 具 合 が 起 き て い な
い か を 確 認 し て お く 必 要 が あ る 。 従 来 か ら 、 か か る 血 管 診 断 に 当 た っ て は 、 必 要 に 応 じ て
、 血 管 内 に Ｘ 線 造 影 剤 を 導 入 し て Ｘ 線 撮 影 す る Ｘ 線 造 影 法 が 用 い ら れ て い る 。 し か し な が
ら 、 そ の よ う な 血 管 造 影 は 透 析 患 者 に と っ て 身 体 的 負 担 が 著 し く 大 き い 。
こ れ に 関 し 、 上 記 の Ｘ 線 造 影 に 代 わ る 手 法 と し て 、 超 音 波 を 利 用 し 血 管 の 超 音 波 画 像 診 断
を 行 う こ と が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 の 一 例 が 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ８ ８
９ ９ 号 公 報 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ８ ８ ９ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 文 献 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 探 触 子 は 装 置 に よ り 直 線 的 に 移 動 さ れ る
の み で あ り 、 超 音 波 が 送 受 信 さ れ る 方 向 は 固 定 さ れ て い た 。 こ の た め 、 患 者 は 診 断 部 位 （
腕 や 脚 な ど ） の 測 定 面 が 超 音 波 探 触 子 の 方 向 に 向 く よ う な 体 勢 を と ら な け れ ば な ら な か っ
た 。 特 に 、 透 析 患 者 の よ う に 診 断 部 位 に 異 常 を も つ 患 者 に あ っ て は 、 こ の よ う な 無 理 な 体
勢 を と る こ と は 困 難 で あ り 、 患 者 に 負 担 を か け て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。 な お 、 以 上
の 問 題 は 、 腕 や 脚 以 外 の 診 断 部 位 を 診 断 す る 場 合 に も 指 摘 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 患 者 に 自 然 な 体 勢 で 、 超 音
波 診 断 を 受 け て も ら う こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 は 、 生 体 の 略 円 柱 状 の
診 断 部 位 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 前 記 診 断 部 位
の 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 第 一 の 駆 動 機 構 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 前 記 軸 方 向 に 垂 直 な 面 内 で
移 動 さ せ る 第 二 の 駆 動 機 構 と 、 を 備 え る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 が 軸 方 向
に 垂 直 な 面 内 で 移 動 さ れ る た め 、 患 者 は 自 然 な 体 勢 で 超 音 波 診 断 を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ こ で 、 前 記 第 二 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 、 前 記 診 断 部 位 か ら 所 定 半 径 の 位 置
で 移 動 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 第 一 の 駆 動 機 構 及 び 前 記 第 二 の 駆 動 機 構 は 、 前
記 超 音 波 探 触 子 を 診 断 部 位 に 対 し て 螺 旋 状 に 移 動 さ せ る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
超 音 波 探 触 子 が 診 断 部 位 か ら 所 定 半 径 の 位 置 で 移 動 さ れ る よ う 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 を 構
成 す る 場 合 に は 、 前 記 第 二 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 診 断 部 位 が 挿 通 さ れ 、 前 記 超 音 波 探 触 子 が
固 定 さ れ た リ ン グ 形 状 の 回 転 部 と 、 前 記 回 転 部 を 回 転 駆 動 す る 駆 動 部 と 、 前 記 リ ン グ 形 状
の 回 転 部 の 半 径 方 向 位 置 を 規 制 し て 保 持 す る 保 持 部 と 、 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、
前 記 第 一 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 リ ン グ 形 状 の 回 転 部 を 、 前 記 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が 好 ま
し い 。 さ ら に 、 前 記 第 一 の 駆 動 機 構 は 、 前 記 駆 動 部 の 回 転 駆 動 に よ り 、 前 記 リ ン グ 形 状 の
回 転 部 を 前 記 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 音 響 伝 達 媒 体 で 満 た さ れ た 容 器 を 備 え 、 前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 容 器 内 に お い て
、 前 記 第 一 ， 第 二 の 駆 動 機 構 に よ り 移 動 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 に す る こ
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と に よ り 、 患 者 は 診 断 部 位 を 容 器 に 入 れ る だ け で よ く 、 自 然 な 体 勢 で 診 断 を 受 け る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 傾 斜 を 調 節 す る 傾 斜 調 節 機 構 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で
、 前 記 傾 斜 調 節 機 構 と し て は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 前 記 診 断 部 位 に 対 す る 傾 斜 を 調 節 す る
機 構 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 移 動 方 向 に 対 す る 傾 斜 を 調 節 す る 機 構 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ は 、 第 一 の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 １ ２ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図
示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 １ ２ は 箱 形 の 筐 体 １ ３ を 有 し て お り 、 そ の 上 面 に
は 腕 や 脚 な ど の 略 円 柱 状 の 診 断 部 位 ７ ０ を 筐 体 １ ３ 内 部 に 挿 入 す る の に 適 当 な 大 き さ の 開
口 １ ４ を 有 し て い る 。 こ の 筐 体 １ ３ 内 部 に は 、 超 音 波 探 触 子 や こ れ を 走 査 す る 機 構 が 配 置
さ れ 、 探 触 子 走 査 ユ ニ ッ ト １ ２ と な っ て い る 。 な お 、 患 者 の 腕 を 診 断 す る 際 に は 、 こ の 筐
体 １ ３ を テ ー ブ ル 上 に 設 置 す れ ば よ い 。 ま た 、 患 者 の 脚 を 診 断 す る 際 に は 、 こ の 筐 体 １ ３
を 床 上 に 設 置 す れ ば よ い 。 こ の よ う に 設 置 す る こ と で 、 患 者 は 無 理 な 体 勢 を と る 必 要 が な
く 、 負 担 が 少 な い 。 な お 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ は 、 測 定 の 制 御 を 行 っ た り 、 測 定 結 果 の 表
示 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ５ ０ を 、 こ の 筐 体 １ ３ と は 別 体 と し て 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ は 、 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 １ ２ の 内 部 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ で は 、 図 １ に 示
さ れ る 筐 体 １ ３ の 上 面 及 び 二 側 面 が 取 り 外 さ れ た 状 態 が 示 さ れ て い る 。 診 断 時 に は 、 こ の
筐 体 １ ３ を 容 器 と し て 音 響 伝 達 媒 体 （ 水 、 ひ ま し 油 な ど ） が 満 た さ れ る 。 筐 体 １ ３ 内 部 に
は 、 筐 体 １ ３ 上 面 の 開 口 １ ４ と 中 心 を 合 わ せ て 配 置 さ れ た リ ン グ 形 状 の 回 転 部 １ ６ が あ る
。 回 転 部 １ ６ は 、 外 周 に 多 数 の 歯 を 有 す る 歯 車 で あ る 。 筐 体 １ ３ 上 面 の 開 口 １ ４ か ら 、 腕
又 は 脚 な ど の 診 断 部 位 が 挿 入 さ れ た 際 に は 、 診 断 部 位 が リ ン グ 形 状 の ほ ぼ 中 心 に 挿 通 さ れ
る 状 態 と な る 。 こ の 回 転 部 １ ６ の 一 部 か ら 下 方 に 延 設 さ れ た 取 付 部 １ ８ に 、 超 音 波 探 触 子
２ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 、 複 数 の 振 動 子 が 一 次 元 的 に 配 列 さ
れ て 構 成 さ れ た ア レ イ 振 動 子 を 備 え て お り 、 こ の ア レ イ 振 動 子 か ら 生 体 内 部 に 超 音 波 を 送
受 信 す る こ と で 、 生 体 内 部 の 情 報 を 得 て い る 。 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 筐 体 １ ３ 外 部 に 引 き 出
さ れ る ケ ー ブ ル ２ ２ と 接 続 し て お り 、 こ の ケ ー ブ ル ２ ２ を 介 し て 、 ア レ イ 振 動 子 か ら 超 音
波 を 送 信 さ せ る た め の 送 信 信 号 と 、 ア レ イ 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 が 送 受 信 さ れ る 。 な お 、
振 動 子 は 、 上 記 の も の に 限 ら ず 、 複 数 の 振 動 子 を 二 次 元 的 に 配 列 し た ア レ イ 振 動 子 や 、 一
つ の 振 動 子 か ら な る 単 振 動 子 な ど を 採 用 し て も よ い 。 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 、 何 ら か の 防 水
処 理 が 施 さ れ 、 音 響 伝 達 媒 体 に 浸 漬 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
回 転 部 １ ６ の 横 方 向 に 設 け ら れ た ケ ー ス ２ ４ 内 部 に は 、 モ ー タ ２ ６ が 固 定 さ れ て 収 納 さ れ
て お り 、 モ ー タ ２ ６ の 回 転 軸 は ケ ー ス ２ ４ 外 部 に 突 出 し て 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ に 固 定 さ れ
て い る 。 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ は 、 円 板 形 状 の 部 材 で あ り 、 外 周 に 多 数 の 歯 を 有 し た 歯 車 で
あ る 。 モ ー タ ２ ６ 、 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ に よ り 第 一 の 駆 動 機 構 が 構 成 さ れ る 。 ま た 、 第 二
回 転 伝 達 部 ３ ０ は 、 外 周 に 多 数 の 歯 を 有 し た 円 板 形 状 の 歯 車 を 、 こ の 歯 車 よ り 直 径 の 大 き
な ２ 枚 の 円 板 形 状 の 部 材 で 挟 ん で 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 形 成 さ れ る た め 、 第 二 回 転
伝 達 部 ３ ０ は 、 外 周 の 溝 に 多 数 の 歯 を 有 し 、 こ れ ら 多 数 の 歯 の 上 下 に 径 方 向 に 突 出 し た ２
つ の 鍔 を 有 す る 形 状 と な っ て い る 。 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ が 有 す る 歯 と 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０
が 有 す る 歯 は 係 合 し て い る 。 ま た 、 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ が 有 す る ２ つ の 鍔 の 間 隔 は 回 転 部
１ ６ 及 び 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ の 厚 さ よ り わ ず か に 大 き く 、 極 く 小 さ な 間 隙 を も っ て 回 転 部
１ ６ 及 び 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ を 挟 み 込 ん で い る 。 し た が っ て 、 回 転 部 １ ６ の 上 下 方 向 の 位
置 は 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ に よ り 規 制 さ れ る 。 ま た 、 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ の 中 心 は 内 ネ ジ 加
工 さ れ た 貫 通 穴 と な っ て い る 。 こ の 貫 通 穴 の 内 ネ ジ は 、 筐 体 １ ３ 内 部 に 立 設 さ れ た 第 一 柱
状 部 材 ３ ２ に 加 工 さ れ た 外 ネ ジ と 係 合 し て い る 。 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ 、 第 一 柱 状 部 材 ３ ２
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、 回 転 部 １ ６ に よ り 第 二 の 駆 動 機 構 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
筐 体 １ ３ 内 部 に は 、 回 転 部 １ ６ の 回 り に 、 複 数 の 保 持 部 ３ ４ と 第 二 柱 状 部 材 ３ ６ が 配 置 さ
れ て い る 。 保 持 部 ３ ４ は 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ と １ ２ ０ 度 位 相 を 変 え た ２ 箇 所 、 ま た は 第 二
回 転 伝 達 部 ３ ０ と ９ ０ 度 位 相 を 変 え た ３ 箇 所 に 設 け ら れ る の が 望 ま し い 。 図 ２ で は 、 保 持
部 ３ ４ を ２ 箇 所 に 設 け た 場 合 を 示 し て い る 。 保 持 部 ３ ４ は 、 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ と 同 形 状
の 円 板 で あ り 、 上 下 に 径 方 向 に 突 出 し た ２ つ の 鍔 を 有 す る 形 状 と な っ て い る 。 保 持 部 ３ ４
は 、 ２ つ の 鍔 で 回 転 部 １ ６ を 上 下 方 向 に 保 持 し て 回 転 部 １ ６ を 水 平 方 向 に 保 持 し て い る 。
こ の よ う に 回 転 部 １ ６ は 、 保 持 部 ３ ４ に よ り 保 持 さ れ て 、 安 定 し た 位 置 を 保 っ て い る 。 保
持 部 ３ ４ に は 貫 通 穴 が 設 け ら れ て お り 、 保 持 部 ３ ４ は 回 転 部 １ ６ か ら 回 転 力 を う け る と 、
第 二 柱 状 部 材 ３ ６ に 沿 っ て 上 下 に 移 動 す る 。 す な わ ち 、 回 転 部 １ ６ の 上 下 動 に 伴 っ て 、 保
持 部 ３ ４ が 上 下 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 述 し た よ う に 構 成 さ れ る た め 、 モ ー タ ２ ６ が 駆 動 さ れ る と 、 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ は 、 第
一 回 転 伝 達 部 ２ ８ か ら 回 転 力 を う け 回 転 し 、 上 下 方 向 に 移 動 す る 。 同 時 に 、 回 転 部 １ ６ も
、 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ に よ り 上 下 方 向 の 位 置 が 規 制 さ れ て い る た め 、 上 下 方 向 に 移 動 す る
。 こ の よ う に し て 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 上 下 方 向 に 移 動 さ れ る 。 以 上 に 説 明 し た 機 構 が 、
超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 診 断 部 位 の 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 第 一 の 駆 動 機 構 で あ る 。 な お 、 モ ー タ
２ ６ は エ ン コ ー ダ を 内 蔵 し て お り 、 回 転 部 １ ６ の 上 下 方 向 の 位 置 は 監 視 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 モ ー タ ２ ６ が 駆 動 さ れ る と 、 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ は 、 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ か ら 回 転
力 を う け 回 転 す る 。 さ ら に 、 回 転 部 １ ６ は 、 保 持 部 ３ ４ に よ り そ の 半 径 方 向 位 置 を 規 制 し
て 保 持 す る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 回 転 部 １ ６ は 中 心 を 変 化 さ せ る こ と な く 回 転
し 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 診 断 部 位 か ら 所 定 半 径 の 位 置 で 移 動 さ れ る 。 以 上 に 説 明 し た 機 構
が 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 診 断 部 位 の 軸 方 向 に 垂 直 な 面 内 で 移 動 さ せ る 第 二 の 駆 動 機 構 で あ
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 軸 方 向 の 移 動 、 垂 直 面 内 で の 移 動 が １ つ の モ ー
タ ２ ６ で 制 御 さ れ る た め 、 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 １ ２ の 構 造 が 簡 略 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ は 回 転 部 １ ６ と 同 様 に ２ つ の 鍔 に よ り 上 下 方 向 の 位 置 が 規 制 さ れ て い
る た め 、 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ が 上 下 に 移 動 す る と 、 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ は ケ ー ス ２ ４ と 共
に 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ に 伴 っ て 上 下 に 移 動 す る 。 ケ ー ス ２ ４ は 、 貫 通 穴 ４ ０ に 第 一 柱 状 部
材 ３ ２ が 挿 通 さ れ る こ と に よ り 、 ま た 、 摺 動 溝 ４ ２ に ガ イ ド レ ー ル ３ ８ が 嵌 装 さ れ る こ と
に よ り 、 二 点 で 支 持 さ れ 位 置 決 め さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ が 第 二 回 転 伝
達 部 ３ ０ に 回 転 力 を 与 え る と き に も 、 ケ ー ス ２ ４ は 回 転 す る こ と が な い 。 な お 、 ケ ー ス ２
４ 内 部 の モ ー タ ２ ６ が 収 納 さ れ る 空 間 は 、 オ イ ル シ ー ル な ど に よ り 密 閉 さ れ る た め 、 音 響
伝 達 媒 体 が こ の 空 間 内 部 に 侵 入 す る こ と が な い 。 ま た 、 モ ー タ ２ ６ に は 筐 体 １ ３ 外 部 に 引
き 出 さ れ る 電 力 供 給 線 ２ ３ に 接 続 さ れ る 。 こ の 電 力 供 給 線 ２ ３ は 、 螺 旋 状 に 巻 か れ た 可 撓
性 の プ ラ ス チ ッ ク に よ り 被 覆 さ れ て お り 、 上 下 方 向 に 伸 縮 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 回 転 部 １ ６ に 固 定 さ れ た 取 付 部 １ ８ 内 に は ２ つ の モ ー タ が 配 置 さ れ て お り 、 こ れ ら
を 制 御 す る こ と に よ り 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 傾 斜 が 調 節 さ れ る 。 図 ３ に 、 傾 斜 が 調 節 さ れ る
と き の 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 動 作 を 示 す 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 一 方 の モ ー タ は 、 超 音
波 探 触 子 ２ ０ の 移 動 方 向 に 対 す る 傾 斜 を 調 節 す る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 形 状
に 合 わ せ て 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 最 適 な 傾 斜 に 調 節 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ア レ イ 振
動 子 の 振 動 子 が 一 次 元 的 に 配 列 さ れ た 方 向 を 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 移 動 方 向 と 垂 直 と す れ
ば 、 一 回 の 走 査 で よ り 広 い 範 囲 の デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う な 効 果 は 、 振 動 子
が 二 次 元 的 に 配 列 さ れ た 超 音 波 探 触 子 で も 、 同 様 に 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ３ （ ｂ ）
に 示 す よ う に 、 他 方 の モ ー タ は 、 診 断 部 位 に 対 す る 傾 斜 を 調 節 す る 。 特 に 図 ３ （ ｂ ） に 示
す よ う に 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 傾 斜 を 調 節 し 、 棒 状 の 診 断 部 位 に 対 し て 斜 め 方 向 に 超 音 波 を
送 信 し た 場 合 に は 、 診 断 部 位 の 内 部 を 流 れ る 血 流 の ド プ ラ 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 モ ー タ を 駆 動 す る た め の 電 流 は ケ ー ブ ル ２ ２ を 介 し て 供 給 さ れ て い る 。 ま た 、 超 音
波 探 触 子 ２ ０ の 傾 斜 の 調 節 は 、 モ ー タ を 設 け ず に 手 動 に よ り 行 っ て も よ い 。 ま た 、 筐 体 １
３ の 下 面 に は 円 錐 形 状 の 凸 部 ４ ４ が 設 け ら れ 、 こ の 凸 部 ４ ４ に よ り 、 筐 体 １ ３ 下 面 に 存 在
す る ケ ー ブ ル ２ ２ は 整 理 さ れ た 状 態 と な り 、 ケ ー ブ ル ２ ２ 同 士 の か ら み 合 い が 防 止 さ れ て
い る 。 こ こ で 、 回 転 部 １ ６ を 上 昇 さ せ た と き に 、 ケ ー ブ ル ２ ２ を 回 転 部 １ ６ の 下 部 に 巻 き
取 る よ う に し て も よ い 。 円 錐 形 状 の 凸 部 ４ ４ の 頂 部 に は 、 グ リ ッ プ ４ ６ が 設 け ら れ 、 例 え
ば 腕 を 診 断 す る 場 合 に は 患 者 が グ リ ッ プ ４ ６ を 握 り 、 診 断 部 位 を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 全 体 構 成 を 、 上 述 の モ ー タ ２ ６ 等 を 制 御 す る た め の 超 音 波 診
断 装 置 本 体 ５ ０ を 含 め て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 装 置 本 体 ５ ０ に お け る 走 査 制 御 部 ５ ２ は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 位 置 制 御 用 モ
ー タ ２ ６ の エ ン コ ー ダ か ら 出 力 さ れ た 位 置 信 号 １ ５ を 受 け て 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 位 置 を
制 御 す る た め の 位 置 制 御 信 号 １ ７ を 位 置 制 御 用 モ ー タ ２ ６ に 対 し て 出 力 す る 。 ま た 、 傾 斜
制 御 部 ５ ６ は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 傾 斜 を 制 御 す る た め の 傾 斜 制 御 信 号 ２ １ を 傾 斜 調 節 用
モ ー タ １ ９ に 対 し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
超 音 波 送 受 信 部 ５ ８ は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 各 振 動 素 子 に 対 し て 送 信 信 号 ２ ５ を 供 給 し て
超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ ー と し て の 機 能 と 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ 内 の 各
振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 ２ ５ に 対 し て 整 相 加 算 処 理 を 行 っ て 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る 受 信 ビ
ー ム フ ォ ー マ ー と し て の 機 能 と を 有 す る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 検 波 回 路 、 ド プ ラ 演 算 回
路 な ど の 各 種 の 公 知 の 信 号 処 理 回 路 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
画 像 形 成 部 ６ ０ は 、 超 音 波 送 受 信 部 ５ ８ か ら 出 力 さ れ た 受 信 信 号 に 基 づ い て 、 生 体 内 組 織
の 三 次 元 画 像 や 血 流 の 三 次 元 画 像 な ど を 形 成 す る 。 そ の 際 、 主 制 御 部 ５ ４ を 介 し て 入 力 さ
れ る 位 置 信 号 が 利 用 さ れ る 。 こ の よ う に 形 成 さ れ た 超 音 波 画 像 は 、 表 示 器 ６ ２ で 表 示 さ れ
る 。 な お 、 上 記 の 画 像 処 理 に 当 た っ て は 、 ボ リ ュ ー ム レ ン ダ リ ン グ 法 を 適 用 す る よ う に し
て も よ い し 、 ド プ ラ 情 報 を 利 用 し て 血 流 の 三 次 元 画 像 を 構 築 し 、 そ れ を カ ラ ー 表 示 す る よ
う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 １ ２ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 筐 体 １ ３ の
側 面 を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に は 、 走 査 制 御 部 ５ ２ の 制 御 に よ り 、
回 転 部 １ ６ が 上 昇 す る と き の 動 作 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
モ ー タ ２ ６ は 、 走 査 制 御 部 ５ ２ か ら 駆 動 電 流 の 供 給 を う け て 回 転 駆 動 さ れ る 。 こ の と き 、
回 転 部 １ ６ は 、 第 一 回 転 伝 達 部 ２ ８ 及 び 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ を 介 し て 回 転 力 を う け 、 保 持
部 ３ ４ に よ り 半 径 方 向 位 置 を 規 制 し て 保 持 さ れ て い る の で 、 中 心 位 置 を 変 え ず に 回 転 す る
。 同 時 に 、 第 二 回 転 伝 達 部 ３ ０ は 、 そ の 内 ネ ジ が 第 一 柱 状 部 材 ３ ２ の 外 ネ ジ と 係 合 す る た
め 、 上 方 向 に 移 動 す る 。 こ の よ う に 回 転 部 １ ６ は 回 転 す る と 同 時 に 上 下 に 移 動 す る た め 、
超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 略 円 柱 状 の 診 断 部 位 ７ ０ の 周 囲 を 螺 旋 状 に 移 動 す る 。 超 音 波 探 触 子 ２
０ は 螺 旋 移 動 し な が ら 超 音 波 を 送 受 信 す る た め 、 診 断 部 位 ７ ０ 全 体 の デ ー タ を 効 率 的 に 取
得 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 患 者 が グ リ ッ プ ４ ６ を 握 り 、 診 断 部 位 を 固 定 す る こ と は 前
説 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 螺 旋 移 動 に 前 も っ て 、 取 付 部 １ ８ 内 部 の モ ー タ を 制 御 す る
こ と に よ り 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 振 動 子 配 列 方 向 を 超 音 波 探 触 子 ２ ０ 移 動 方 向 に 対 し て 直
角 と す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 移 動 方 向 に 対 す る 傾 斜 を 調 節
す る こ と に よ り 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 診 断 部 位 ７ ０ の 広 い 範 囲 に 超 音 波 を 送 受 信 す る こ と
が 可 能 と な り 、 一 回 の 超 音 波 の 走 査 で 広 い 範 囲 の デ ー タ を 取 得 す る こ と が 可 能 と な る 。 図
６ に は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 位 置 が 図 ５ の 位 置 か ら ２ ７ ０ 度 回 転 （ 上 か ら 見 て 回 転 部 １ ６
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が 時 計 回 り に ２ ７ ０ 度 回 転 ） さ れ た 状 況 が 示 さ れ て い る 。 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 移 動 に 伴 っ
て 、 筐 体 １ ３ 下 面 の 凸 部 ４ ４ に 巻 か れ た ケ ー ブ ル ２ ２ は 引 き 出 さ れ る 。 ま た 、 モ ー タ ２ ６
に 駆 動 電 流 を 供 給 す る た め の 電 力 供 給 線 ２ ３ は 引 き 延 ば さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 述 し た 本 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 １ ２ の 特 徴 的 事 項 は 、 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置
１ ２ が 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 診 断 部 位 の 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 第 一 の 駆 動 機 構 と 、 超 音 波 探
触 子 ２ ０ を そ の 軸 方 向 に 垂 直 な 面 内 で 移 動 さ せ る 第 二 の 駆 動 機 構 と 、 を 備 え た こ と で あ る
。 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 二 の 駆 動 機 構 は 超 音 波 探 触 子 を 診 断 部 位 か ら 所 定 半 径 の 位 置
で 移 動 さ せ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 診 断 部 位 の 周 囲 を 移 動 す
る こ と が で き 、 診 断 部 位 に 対 し て 様 々 な 位 置 か ら 超 音 波 を 送 受 信 し て 、 デ ー タ を 取 得 す る
こ と が で き る 。 一 方 、 患 者 の 立 場 か ら す る と 、 様 々 な 位 置 か ら の デ ー タ を 取 得 す る た め に
、 腕 や 脚 を 捻 っ た り す る 必 要 が な く 、 診 断 部 位 で あ る 患 部 へ の 負 担 が 少 な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 １ ２ は 、 筐 体 １ ３ が 音 響 伝 達 媒 体 で 満 た さ れ た
容 器 と な っ て お り 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は こ の 容 器 内 に お い て 、 第 一 ， 第 二 の 駆 動 機 構 に よ
り 移 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 患 者 は 診 断 を 受 け る た め に 、 腕 、 脚 な ど の 診 断 部 位 を 容 器 内
に 入 れ る だ け で よ く 、 ご く 自 然 な 体 勢 で 診 断 を う け る こ と が で き る 。 こ こ で 、 筐 体 １ ３ 内
に 音 響 伝 達 媒 体 を 満 た す 場 合 は 、 第 一 、 第 二 の 駆 動 機 構 に 防 錆 処 理 を 施 し て お く こ と は 言
う ま で も な い 。 ま た 、 筐 体 １ ３ 内 に 音 響 伝 達 媒 体 を 満 た す の で は な く 、 腕 や 脚 な ど の 診 断
部 位 を 入 れ る 回 転 部 １ ６ の 内 側 に の み 音 響 伝 達 媒 体 を 満 た す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ に は 、 第 二 の
実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 ８ ０ が 示 さ れ て い る 。 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波
探 触 子 走 査 装 置 ８ ０ が 、 第 一 の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 軸 方 向 の 位 置
と 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 回 転 位 置 と が 個 別 に 制 御 さ れ る 点 で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 第 一
の 実 施 形 態 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ケ ー ス ２ ４ 内 に は 、 ２ つ の モ ー タ ９ ０ ， ９ ２ が 収 納 さ れ て お り 、 こ の う ち 一 方 の モ ー タ ９
０ は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 軸 方 向 の 位 置 を 制 御 す る た め の モ ー タ で あ る 。 モ ー タ ９ ０ が 第
一 回 転 伝 達 部 ９ ４ を 回 転 駆 動 す る と 、 第 一 回 転 伝 達 部 ９ ４ の 歯 と 第 二 回 転 伝 達 部 ９ ６ の 歯
は 係 合 し て い る た め 、 第 二 回 転 伝 達 部 ９ ６ は 回 転 す る 。 そ し て 、 第 二 回 転 伝 達 部 ９ ６ の 内
ネ ジ と 第 一 柱 状 部 材 ３ ２ の 外 ネ ジ は 係 合 し て い る た め 、 第 二 回 転 伝 達 部 ９ ６ が 回 転 さ れ る
こ と に よ り 、 第 二 回 転 伝 達 部 ９ ６ は 上 下 に 移 動 す る 。 こ の よ う に し て 第 二 回 転 伝 達 部 ９ ６
の 上 下 に 移 動 さ れ る こ と に よ り 、 第 二 回 転 伝 達 部 ９ ６ に 接 続 す る ケ ー ス ２ ４ 、 第 三 回 転 伝
達 部 ９ ８ 、 回 転 部 １ ６ 等 が 連 動 し て 上 下 に 移 動 さ れ る 。 す な わ ち 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 軸
方 向 の 位 置 が 制 御 さ れ る 。 以 上 に 説 明 し た 機 構 が 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 診 断 部 位 ７ ０ の 軸
方 向 に 移 動 さ せ る 第 一 の 駆 動 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 他 方 の モ ー タ ９ ２ は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 診 断 部 位 に 対 す る 回 転 位 置 を 制 御 す る た
め の モ ー タ で あ る 。 モ ー タ ９ ２ が 第 三 回 転 伝 達 部 ９ ８ を 回 転 駆 動 す る と 、 第 三 回 転 伝 達 部
９ ８ の 歯 と 回 転 部 １ ６ の 歯 は 係 合 し て い る た め 、 回 転 部 １ ６ が 中 心 位 置 を 変 え ず に 回 転 さ
れ る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 診 断 部 位 の 周 囲 に お け る 回 転 位 置 が 制 御 さ れ る 。
以 上 に 説 明 し た 機 構 が 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 軸 方 向 に 垂 直 な 面 内 で 移 動 さ せ る 第 二 の 駆 動
機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 形 態 で は 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ の 軸 方 向 の 位 置 と 、 軸 に 垂 直 な 面 内 で の 位 置 と を 、 独
立 し て 制 御 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 超 音 波 探 触 子 ２ ０ を 、 軸 方 向 の 位 置
を 変 え る こ と な く 、 単 に 診 断 部 位 ７ ０ の 周 囲 で 移 動 さ せ た り 、 第 一 の 実 施 形 態 と 同 様 に 螺
旋 状 に 移 動 さ せ る な ど 、 様 々 な 制 御 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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な お 、 保 持 部 ３ ４ を 一 つ 設 け た だ け で は 回 転 部 １ ６ は 横 方 向 に 保 持 さ れ な い こ と と な っ て
し ま う が 、 本 実 施 形 態 も 、 ２ 組 の 保 持 部 ３ ４ と 柱 状 部 材 ３ ７ を 設 け る こ と に よ り 、 こ れ に
対 処 し て い る 。 図 ７ で は 、 保 持 部 ３ ４ 及 び 柱 状 部 材 ３ ７ は 一 組 だ け 示 さ れ て い る が 、 図 示
さ れ る 保 持 部 ３ ４ 及 び 柱 状 部 材 ３ ７ の 奥 行 き 方 向 の 隠 れ た 位 置 に 残 る 一 組 が 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 等 価 な 範 囲 で 様 々 な 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 保 持 部 ３ ４ 、 第 二 柱 状 部
材 ３ ６ に 代 わ り 、 筐 体 １ ３ に 複 数 の 案 内 部 材 を 設 け 、 回 転 部 １ ６ の 上 下 動 及 び 回 転 を 案 内
す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 は 、 超 音 波 探 触 子 を 棒 状 の 診 断 部 位 の 軸 方 向 に 垂 直 な
面 内 で 移 動 さ せ る 第 二 の 駆 動 機 構 を 備 え る た め 、 診 断 部 位 に 対 し て 様 々 な 位 置 か ら 超 音 波
を 送 受 信 し て 、 デ ー タ を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 の 内 部 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 超 音 波 探 触 子 の 傾 斜 調 節 機 構 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 走 査 装 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 、 １ ２ 　 探 触 子 走 査 装 置 （ ユ ニ ッ ト ） 、 １ ３ 　 筐 体 、 １ ４ 　 開 口 、
１ ６ 　 回 転 部 、 １ ８ 　 取 付 部 、 ２ ０ 　 超 音 波 探 触 子 、 ２ ２ 　 ケ ー ブ ル 、 ２ ３ 　 電 力 供 給 線
、 ２ ４ 　 ケ ー ス 、 ２ ６ 　 モ ー タ 、 ２ ８ 　 第 一 回 転 伝 達 部 、 ３ ０ 　 第 二 回 転 伝 達 部 、 ３ ２ 　
第 一 柱 状 部 材 、 ３ ４ 　 保 持 部 、 ３ ６ 　 第 二 柱 状 部 材 、 ３ ８ 　 ガ イ ド レ ー ル 、 ４ ４ 　 凸 部 、
４ ６ 　 グ リ ッ プ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：通过利用超声波进行体内诊断而不会给患者带来负担。 
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位置的情况下进行旋转。 此外，当电动机26旋转地驱动第一旋转传递部
28以旋转第二旋转传递部30时，第二旋转传递部30与第一柱状构件32螺
纹接合。 两转传递单元30上下移动。 通过以这种方式控制旋转单元16的
旋转和垂直运动，可以控制超声波探头20在轴向上的位置和在垂直于轴
向位置的平面上的位置。 [选择图]图2
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